
 

 

 

岐 阜 労 働 局 発 表 

令和５年 11 月 13 日（月） 

 

 

 

岐阜労働局長が発注者、地元建設業者との意見交換 

～2024 年 4 月以降の建設業の働き方を考えます～ 
 

 

岐阜労働局（局長 千葉登志雄）では、11 月の過重労働解消キャンペーンの取組の一つ

として、過重労働の解消に向けての気運を高めるため、働き方改革に取り組んでいるベス

トプラクティス（※）企業の取組を YouTube などで紹介しています。 

今年度は下記の地元建設業者 3 社をベストプラクティス企業として選定し、公共工事発

注者を迎え、2024 年 4 月からの時間外労働の上限規制に対応した建設業界における働き

方について岐阜労働局長と意見交換を行います。 

※ 課題の克服や問題解決のためのすぐれた実践例、優良事例 

 

１ 日   時  令和５年 11 月 21 日（火） 10：00～11：45 頃 

２ 場   所  岐阜地方合同庁舎５階共用第一会議室 

（岐阜市金竜町5-13） 

３ 参加企業   株式会社大西組（郡上市） 

株式会社藤本組（多治見市） 

丸ス産業株式会社（加茂郡白川町） 

４ 参加発注者  国土交通省中部地方整備局 

岐阜県県土整備部 

５ 実施内容   ① 2024 年 4 月以降に対応した働き方改革の取組事項の紹介 

② 局長、発注者、企業トップとの意見交換 

（取材についてご注意いただきたい点） 

 当日、岐阜地方合同庁舎５階共用第二会議室で 9：40 頃から受付します。 

 取材を希望される方は、11 月 20 日(月)の正午までに岐阜労働局監督課中村まで御

連絡願います。 

 

※ 岐阜労働局 YouTube 公式チャンネルへのアクセスはこちらの QR コードから↓ 

 

担 
 

当 

岐阜労働局労働基準部監督課 

監督課長  福岡 優一 

監察監督官 中村 賢司 

  電話 058-245-8102 
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別紙１

企業名

代表者 代表取締役 佐藤 玄太

所在地 郡上市白鳥町向小駄良1014番地の1

労働者数 38名

資本金 ５千万円

取組の成果

　　＜10年前⇒５年前⇒現在の推移＞
・年間所定休日
　　87日⇒109日⇒110日
・年休取得率
　　0.0％⇒59.0％⇒88.7％
・社員平均年齢
　　48歳⇒44歳⇒43歳

取組内容

１　徹底した意識改革
社長自らが、働き方改革の必要性や施策を発
信しつづけました。毎月の定例会議の場を利
用して、全社員を対象に継続して実施。ま
た、社長からのメッセージを各自が書きとめ
られるよう、従業員にノートを支給。
２　賃金の維持・引上げ
週休２日を導入し、働く日数が減っても、賃
金を維持。また、生産性の向上によって利益
があがった暁には、利益の半分を昇給やボー
ナスに充てることを従業員に約束。これによ
り、従業員の納得感が得られた。
３　生産性の向上
完全週休２日の実現のために、工程管理を厳
格化。また、内製化を進めることで、外注よ
りも工期を短縮。ICT機器を導入するほか、
多能工化を進めることで、少人数で効率的に
仕事をこなせるような体制づくりを推進。

好事例企業動画（1/3）

①　株式会社　大西組



別紙１

企業名

代表者 代表取締役 藤井 紳二

所在地 加茂郡白川町三川1270番地

労働者数 95名

資本金 ５千万円

取組の成果

　　＜10年前⇒５年前⇒現在の推移＞
・年間所定休日
　　87日⇒94日⇒105日
・年休取得率
　　15.0％⇒25.0％⇒58.1％
・社員平均年齢
　　51歳⇒52歳⇒52歳

取組内容

１　経営トップからの意識改革
労使間で行動目標を決め、共に取り組んでい
くことを企業内外に宣言する岐阜労働局独自
の取組である「新はつらつ職場づくり宣言」
を活用。働き方改革を進めていくきっかけと
なり、社員の意識づけにも成功。社員からま
たかと思われても、繰り返し語り続けること
で意識を変革。
２　労働時間の記録
労働時間を正確に記録することで、労働時間
を「見える化」。労働時間の記録をスタート
させたことで、管理者が自らの役割を見直す
良いきっかけとなり、メリハリのある働き方
に向けた動機づけに成功。
３　自分たちの働き方を変える
ＩＣＴ（現場ウェブカメラ、写真管理アプ
リ、ウェブ会議、ドローン）の導入により、
情報共有や伝達がスムーズになり、業務の効
率化や生産性の向上効果によるメリットを獲
得。

②　丸ス産業 株式会社

好事例企業動画（2/3）



別紙１

企業名

代表者 代表取締役 松島 祥久

所在地 多治見市小田町5-1

労働者数 15名

資本金 ２千万円

取組の成果

　＜10年前⇒５年前⇒現在の推移＞
・年間所定休日
　　113日⇒118日⇒127日
・月平均残業時間
　　25Ｈ⇒17Ｈ⇒10Ｈ
・社員平均年齢
　　49歳⇒49歳⇒43歳

取組内容

１　年間休日の増加
週休２日に加えて祝日も休みとし、年間休日
を大幅に増加した取組。祝日は休むことが普
通、という考えを取り入れ一歩進んだ取組み
を実行することで、従業員に対しても、会社
は働き方改革を強力にすすめていく、という
強力なメッセージに。
２　業務の効率化
公共事業では、報告書を作成するなど、多く
の事務作業が発生。勤怠管理や施工管理ソフ
トを導入し、現場への直行直帰ができるよう
になったほか、書類の作成・修正、写真の管
理などが効率化し、作業時間は３分の１に短
縮。
３　１現場２名の体制づくり
１つの現場に２名の担当者をつける、という
体制をとることで、一人は現場の監督をし、
もう一人は会社に戻って事務作業をする、効
率的な働き方が可能に。また、担当者同士が
互いにフォローし合えるため、年次有給休暇
などの休暇も取りやすくなるなどの効果。

③　株式会社 藤本組

好事例企業動画（3/3）



「建設業の新しい働き方」
ー 好事例企業を紹介します ー

令和６年４月から建設業にも時間外労働の上限規制が適用さ
れることを踏まえ、年間所定休日数や年次有給休暇の取得率
増加、時間外労働の縮減を中心とした「働き方改革」の取組
でめざましい成果をあげた岐阜県内の建設会社を紹介します。

株式会社大西組（郡上市）
①徹底した意識改革、②賃金の維持・引上げ、③
生産性の向上に取り組むことで、
10年前と比べて、①年間休日が87日⇒110日、
②年休取得率が０％⇒88.7％と大きく改善。

株式会社藤本組（多治見市）
①年間休日の増加、②業務の効率化、③１現場２
名体制に取り組むことで、
10年前と比べて、①年間休日が113日⇒127日、
②月平均残業時間が25時間⇒10時間と大きく改善。

丸ス産業株式会社（加茂郡白川町）
①年間休日の増加、②業務の効率化、③１現場２
名体制に取り組むことで、
10年前と比べて、①年間休日が87日⇒105日、
②年休取得率が15.0％⇒58.1％と大きく改善。

厚生労働省岐阜労働局 （Ｒ５.０８）

● YouTube 岐阜労働局【公式】
https://www.youtube.com/playlist?list=PL0Wu5m6ZvPeIiuhbx2Oxh
y75sO8u11nm9

https://www.youtube.com/playlist?list=PL0Wu5m6ZvPeIiuhbx2Oxh

